
 

 

 

 

 

 

 

  ＬａｂｏＴｅｘ，ＣＴＲ，ＭＴＥＸによる 

  極点図シュミレーションにおけるＦＷＨＭ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２５年０３月１０日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 



概要 

   ＬａｂｏＴＥｘ，ＣＴＲでは、ＦＷＨＭ指定、ＭＴＥＸではＨＷＨＭを指定している。 

   以下に、Ｃｕｂｅ｛１００｝極点図、ＴＤ方向のプロファイルを比較してみます。 

   ＬａｂｏＴｅｘではＧａｕｓｓモードでＦＷＨＭ＝２０ｄｅｇ 

   ＣＴＲではＧａｕｓｓモードでＦＷＨＭ＝２０ｄｅｇ 

   ＭＴＥＸではＧａｕｓｓモードでＨＷＨＭ＝１０ｄｅｇを比較します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＬａｂｏＴｅｘ 
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作成される局点図比較 



ＬａｂｏＴｅｘ（ＦＷＨＭ＝２０ｄｅｇ） 

 

 

ＣＴＲ（ＦＷＨＭ＝２０ｄｅｇ） 

 

 

ＭＴＥＸ（ＨＷＨＭ＝１０ｄｅｇ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｛１００｝極点図 TD方向比較 



  

ＬａｂｏＴｅｘとＣＴＲ比較 

  

ＬａｂｏＴｅｘとＭＴＥＸ比較 

  

 ＭＴＥＸの１０ｄｅｇとＬａｂｏＴｅｘの２０ｄｅｇが一致する。 

 



まとめ 

 ＣＴＲではＦＷＨＭで入力し、計算はＨＷＨＭで計算 

  

 ＨＷＨＭ（ｈ）＝ＦＷＨＭ／２ 

 ｘ＝ｉ＊ｓｔｅｐ 

 ｙ＝Ｍａｘ＊ｅｘｐ（ｘ＊ｘ／（２＊ｈ＊ｈ）） 

  

 ＬａｂｏＴｅｘもＦＷＨＭを入力している。 

 ＭＴＥＸではＨＷＨＭ（＝ＦＷＨＭ／２）を入力している。 

 

ＮｅｗＯＤＦ（ＳｍａｒｔＬａｂ）でＦｉｔｔｉｎｇを行う 

 

 分率＝１．０，ＦＷＨＭ＝２０．５４，でＣｕｂｅ＝１００％が計算される。 

  


